































	 B16F10 マウスメラノーマ細胞、Lewis マウス肺がん細胞（LLC 細胞）、MDA-MB231
 2 
ヒト乳がん細胞をそれぞれ 10%FBS 含有 DMEM 培地にて培養した。同種移植モデ
ルとして 1.0	×	106の B16F10 細胞、LLC 細胞を C57BL/6 野生型マウスおよびバ
ーシカンハプロ不全マウス（Vcanhdf/+	マウス）の皮下に移植した。また異種移





	 がん細胞および腫瘍組織より RNA を抽出し、逆転写反応を行った。バーシカ










	 回収した腫瘍組織を 4%	PFA にて固定し、凍結切片を作製した。抗バーシカン



























































































	 ADAMTS プロテアーゼは現在 19 種類のメンバーより成り、いくつかの ADAMTS
プロテアーゼメンバーが複雑に代償し合いバーシカンの切断に関与すると考え
られている。今後は ADAMTS による切断耐性を有するバーシカンのマウスモデル
やバーシカン分解産物のリコンビナントタンパク質などを用い、腫瘍血管新生
における切断されていないバーシカンとその分解産物のはたらきの差別化を図
る検証が期待される。	
	
【結論】	
	 本研究によって、間質由来バーシカンが血管新生を促進することで腫瘍成長
を制御することが示唆された。	
